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子供達雪に大喜び′　　　　1月5日中央にて撮影

㊧ぼ龍中国足芸2言諾（需分）
納期　2月16日（日）一28日（金）

◎町税の納税は、便利で安心な口座振替で！／
お申込みは、金融機関へ。

取扱金融機関は、遠賀郡農協遠賀支所、遠賀信用金庫、
福岡銀行です。
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中　央

瀧瀬　　生さん

着物は卒業式に着て以来ですけどこれを着ると心まで女ら
しくしとやかになれるようで大好き。

勤めは日曜日もなしで晴間に追われて大変な毎日です。で

も一日一日が充実してし＼ます。
－結婚？－ただ全盲番兵た1ご中　ま1ごまだ考えていませ

ん。独身をうんと楽しみたいですね。真田広之みたいな男性

が現れたら25歳くらLlで結婚したLlナ一。
－遠賀町？－いなかだけど大変に良い町です。

浅　木

柳井富美子さん

遠賀川
日南　厚子さん

将
来
は
農
芸
化
学
の
コ
ー
ス
に
進
み
、
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
研
究

が
し
た
い
で
す
。

－
　
総
合
運
動
公
園
9
－
－
－
テ
ニ
ス
が
好
き
で
、
よ
く
駅
南
の
テ
ニ
ス
コ
ー

ト
を
利
用
し
ま
す
が
・
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
全
体
的
に
見
ま
す
と
、
ト
イ
レ
が

遠
い
と
か
、
校
閲
の
街
灯
が
暗
い
と
か
で
利
用
書
が
少
な
い
の
じ
ゃ
な
い

か
と
思
い
ま
す
ね
。

！
遠
賀
町
に
欲
し
い
も
の
9
－
内
容
的
に
満
足
で
き
る
図
書
館
が
欲

し
い
で
す
ね
。
そ
れ
と
川
を
利
用
し
て
福
岡
の
大
濠
公
園
み
た
い
な
公
園

を
作
っ
た
ら
　
。

尾
　
崎

石
松
奈
津
子
さ
ん

社
会
人
に
な
っ
て
二
年
、
す
べ
て
の
面
で
自
信
と
責
任
を
も
っ

て
行
動
し
た
い
で
す
。

－
　
選
挙
権
？
　
－
　
投
票
に
は
必
ず
行
き
ま
す
。
一
票
の
重
さ
を

し
っ
か
り
感
じ
て
い
ま
す
か
ら
。

－
　
私
達
の
町
9
　
－
　
住
み
や
す
い
町
だ
け
ど
あ
ま
り
人
口
が
増

え
て
も
…
…
‥
最
近
は
道
で
逢
っ
て
も
知
ら
な
い
人
ば
か
り
。

－
　
休
日
　
－
　
ド
ラ
イ
ブ
や
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

仕
事
を
ず
っ
と
続
け
て
、
平
凡
な
主
婦
に
は
な
り
た
く
な
い
の
。

今
日
か
ら
大
人
の
仲
間
入
り
。
一
月
十
五
日
、

成
人
式
が
中
央
公
民
館
で
華
や
か
に
行
わ
れ
ま

した。今
年
二
十
歳
を
迎
え
た
本
町
の
新
成
人
は
、

一
九
七
名
で
す
。

今
、
竃
謹
学
校
に
在
学
中
で
す
。
も
う
少
し
が
ん
ば
っ
て
助

産
婦
と
保
健
婦
の
資
格
を
取
得
し
て
海
外
青
年
協
力
隊
の
一
員

と
し
て
国
外
で
活
動
し
た
い
。
こ
れ
が
私
の
夢
で
す
。

－
青
春
と
は
？
I
失
敬
を
恐
れ
ず
に
色
々
な
事
を
経
験
で
き
る

こ
と
。
香
春
の
特
権
で
す
。

－
　
遠
賀
町
の
よ
い
所
1
線
が
多
く
て
、
北
九
州
市
に
も
福

岡
市
に
も
比
較
的
追
い
と
い
う
こ
と
か
な
。

－
　
遠
賀
町
へ
の
希
望
0
　
－
　
遠
賀
川
駅
に
南
口
を
作
っ
て
欲

し
い
で
す
ね
。



東和茶
席田真紀子さん

新　町

福永　孝一さん

今年4月からは銀行に就職も決って今は残された学

生生活を友達と大切にすごしたいと思っています。
－親とは9－今まではただうるさい存在と思って

いましたが実感としては、ありがたいと思っているの。
一番最初の給料で何かプレゼントしてあげたいナ。

趣味は洋裁と手芸。いつの日か自分で作ったウエデ

ィングドレスを着るのが私の夢。

あぢ艦の命を伝えよう
「はたちの献血」キャンペーン

今回で第10回を迎える「はたちの献血」キ

ャンペーン。（社）日本民間放送連盟（民放

連）主催で、はたちの人を中心に献血の鈴を

拡けるイベントです。ラジオとジョイントし、

地域社会での献血運動が1月13日から3月13

日まで繰り広げられます。

学
校
で
は
文
芸
部
に
入
っ
て
今
、
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
な
詩
を
書
い

て
い
ま
す
。

は
た
ち
の
夢
は
別
に
な
い
け
ど
今
か
ら
の
人
生
、
着
実
に
、
堅

実
に
送
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

1
遠
賀
町
の
よ
い
と
こ
ろ
9
　
－
　
ま
だ
田
園
風
景
が
残
っ
て
い

て
素
朴
で
静
か
な
こ
と
。
今
の
と
こ
ろ
公
害
も
な
い
し
住
み
や
す

い
ん
じ
ゃ
な
い
か
ナ
。

－
　
理
想
の
男
性
9
　
－
　
実
行
力
が
あ
っ
て
優
し
い
人
、
ウ
ー
ン
、

藤
竜
也
の
よ
う
な
人
が
い
い
ナ
。

「
ボ
ン
ジ
ュ
ー
ル
」
、
学
校
で
は
フ
ラ
ン
ス
藷
研
究
会
に
入

っ
て
い
ま
す
。
外
国
語
が
話
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
ら
留
学
し
て

将
来
は
国
際
的
な
仕
事
を
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

趣
味
は
音
楽
鑑
賞
、
た
ま
に
ギ
タ
ー
も
弾
き
ま
す
。

－
　
遠
賀
町
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
を
図
る
に
は
9
　
－
　
一
村
一

品
連
動
を
始
め
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
が
。
特
産
物
を
定
着
さ
せ

る
と
か
‥
。
も
う
一
つ
は
、
玄
関
口
で
あ
る
遠
賀
川
駅
を
大

き
く
き
れ
い
に
し
て
は
し
い
で
す
ね
。

－
　
理
想
の
女
性
9
　
－
　
ズ
バ
リ
／
小
泉
今
日
子
み
た
い
な
人

です。

中
　
央

山
下
美
佐
子
さ
ん

別
　
府

小
田
　
重
美
さ
ん
・
美
和
さ
ん

学
生
時
代
か
ら
交
際
を
続
け
て
き
た
私
達
、
昨
年
結

婚
し
て
日
月
に
は
ベ
ビ
ー
が
誕
生
し
ま
し
た
。
什
し
い

毎
日
で
す
が
今
、
幸
せ
い
っ
ぱ
い
で
す
。

重
美
さ
ん
　
今
ま
で
は
、
た
だ
が
む
し
ゃ
ら
に
色
々

と
や
っ
て
き
ま
し
た
。
今
後
は
、
父
親
と
し
て
の
白
線

を
も
っ
て
毒
突
．
堅
実
な
生
活
の
基
盆
を
築
き
」
」
の

子
と
一
端
に
成
長
し
た
い
で
す
。

美
和
さ
ん
　
勤
め
、
主
婦
、
母
親
と
一
人
三
役
・

大
変
な
毎
日
で
す
。
で
も
青
春
時
代
の
思
い
出
を
た
く

さ
ん
作
り
た
い
で
す
ね
。

－
善
い
パ
パ
、
マ
マ
が
ん
ば
っ
て
i

－
遠
賀
町
に
望
む
こ
と
－
重
美
さ
ん
　
自
分
が
生

ま
れ
育
っ
た
町
だ
か
ら
、
簿
に
他
の
町
よ
り
立
派
で

あ
っ
て
欲
し
い
で
す
ね
。
美
和
さ
ん
　
公
営
住
宅
を

た
く
さ
ん
作
っ
て
欲
し
い
で
す
。

今
、
大
学
で
は
一
年
中
色
々
な
種
類
の
ス
ポ
ー
ツ
を
す
る
サ
ー
ク
ル

に
加
入
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

成
人
式
を
機
に
、
学
生
で
あ
る
こ
と
に
甘
え
ず
に
立
派
に
せ
問
に
認

め
ら
れ
る
成
人
に
な
る
た
め
、
確
固
た
る
目
編
を
立
て
て
生
き
て
い
き

たい。
i
L
上
緑
の
町
づ
く
り
9
　
－
　
バ
イ
パ
ス
や
役
場
前
の
道
路
な
ど
に
植
樹

し
、
道
路
に
愛
称
を
つ
け
て
は
　
。
例
え
ば
つ
つ
し
通
り
と
か
、
桜



ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
日
帰
り
研
修

ス

ケ

ー

ト

・

レ

ク

リ

エ

ー

シ

ョ

ン

参
加
者
募
集

▽
日
　
時
　
2
月
日
日
（
祝
日
）
　
　
　
　
▽
対
∴
象
　
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
加
入
の
小
学

8
時
5
0
分
英
公
民
館
前
集
合
　
　
　
　
楼
四
年
～
六
年
生
男
女
五
十
名

9
時
出
発
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
定
員
に
な
り
次
館
締
切
）

▽
行
先
英
彦
山
ス
ケ
ー
ト
場
　
　
　
　
▽
参
加
費
－
八
百
円
（
貸
靴
、
滑
走
、
保
険

科
を
含
む
）
申
込
時
に
納
入

▽
持
参
品
　
弁
当
、
水
筒
、
手
袋
、
着
替
え

▽
申
込
締
切
　
2
月
8
日
（
土
）

▽
申
込
先
　
馨
委
員
会
社
会
教
育
課
体
育

係
窓
口
念
賀
寿
体
育
セ
ン
タ

ー内）衝
（
2
9
3
）
5
4
3
4

な
お
、
参
加
貨
は
当
日
欠
席
さ
れ
て
も
お

返
し
は
で
き
ま
せ
ん
。

こ
存
じ
で
す
か

国

の

進

学

ロ

ー

ン

▽
利
用
で
き
る
人
　
高
校
、
高
専
、
専
修
学

校
、
短
大
、
大
学
な
ど
に
進

学
す
る
人
の
父
母
か
本
人

▽
融
資
額
一
人
当
た
り
五
十
万
円
以
内

▽
返
済
期
間
　
進
学
先
の
修
業
年
限
以
内
で

最
長
四
年

▽
貸
付
利
率
　
年
七
形

▽
返
済
方
法
　
毎
月
元
利
均
等
返
済

詳
細
に
つ
い
て
は
、
国
民
金
融
公
虜
八
幡

支
店
　
八
幡
西
区
黒
崎
3
の
1
の
1
　
国
民

金
融
公
庫
八
幡
支
店
勧
賞
柏
該
窓
口
一
番

衝
（
6
4
1
）
7
7
1
5
へ
ど
う
ぞ
。

第
一
一
回
九
州
凧
揚
げ
大
会

日
本
古
来
か
ら
の
伝
統
で
あ
る
凧
揚
げ
を

近
郷
近
在
の
人
々
に
紹
介
し
、
敏
和
の
啓
蒙

を
目
的
と
し
て
、
瓜
空
と
海
の
シ
ン
フ
ォ
ニ

ー
V
「
第
二
回
九
州
凧
揚
げ
大
会
」
を
実
施

し
ま
す
。

▽
日
　
時
　
2
月
2
3
日
（
白
）
9
時
－
1
5
時

（
雨
天
の
場
合
は
地
上
審
査
の
み
）

▽
場
　
所
航
空
自
衛
隊
芦
屋
基
地

▽
参
　
加
　
自
由

▽
条
　
件
　
凧
の
規
轟
は
な
し

凧
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
（
董
i
名
）
ぜ
ん
ざ

い
の
サ
ー
ビ
ス
（
四
千
杯
）
あ
り

▽
間
合
先
芦
屋
町
役
場
産
業
観
光
課
内

芦
屋
町
観
光
協
会
　
＄
（
2
2

3
）
0
8
8
ュ

人
権
問
題
と
町
民
の
意
識

－
　
人
権
相
談
に
つ
い
て
　
ー

邁
賀
町
公
民
館
　
解
決
し
た
い
。

別
館
で
人
権
や
法
　
○
　
相
談
ま
で
す
る
必
要
は
な
い
。

紳
・
行
政
に
関
す
　
○
　
相
談
し
た
が
あ
ま
り
効
果
が
な
か
っ

る
相
談
所
が
開
か
　
　
た
。

れ
て
い
る
こ
と
ば
　
と
い
う
こ
と
な
ど
も
、
相
談
し
た
く
な
い
由

割
合
に
多
く
の
か

た
が
知
っ
て
い
る
の
で
、
こ
の
こ
と
に
関
連

して、
③
　
あ
な
た
は
、
自
分
の
人
橋
問
題
（
心
配

こ
と
）
が
お
き
た
と
き
、
法
務
局
や
人
権

擁
護
委
日
に
相
談
し
た
い
と
思
い
ま
す

か。
と
、
人
権
意
識
調
査
で
た
ず
ね
て
み
ま
し
た
。

そ
の
鮨
粟
は
、

㈱
相
談
し
た
い
　
　
　
五
八
・
五
彩

㈹
相
談
し
た
く
な
い
　
四
一
・
五
劣

と
、
「
相
談
し
た
い
」
が
半
数
を
幾
分
上
回

る
程
度
で
し
た
。
そ
し
て
、
こ
の
設
問
で
も

六
〇
戴
以
上
　
　
　
七
一
・
三
形

四
〇
－
五
〇
哉
代
　
　
六
二
七
カ

ニ
○
～
三
〇
戴
代
　
　
四
八
・
三
劣

と
、
年
少
者
に
な
る
に
つ
れ
て
そ
の
比
率
が

低
く
な
っ
て
い
る
こ
と
が
目
に
つ
き
ま
す
。

こ
れ
は
、
若
い
人
に
は
生
酒
と
気
分
の
ゆ

と
り
（
余
裕
）
を
見
出
す
こ
と
が
む
ず
か
し

く
、
そ
の
機
会
が
な
か
な
か
得
ら
れ
な
い
た

め
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。

○
　
浅
薄
局
の
仕
番
内
容
や
、
人
権
蛇
諮
委

員
の
職
務
内
容
が
よ
く
わ
か
ら
な
い
。

○
　
自
分
の
問
題
は
、
自
分
で
で
き
る
だ
け

理
と
し
て
あ
け
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。

つきに、

◎
　
自
分
に
人
権
問
題
が
お
き
た
と
き
、
法

務
局
や
人
権
籍
萎
員
に
相
離
し
た
く
な

い
と
答
え
た
か
た
は
、
次
の
う
ち
の
ど
れ

で
す
か
。

と
い
う
問
い
に
対
し
て
は
、

の
気
が
ひ
け
る
　
　
一
五
・
五
弟

の
人
に
知
ら
れ
た
く
な
い
二
〇
・
〇
劣

㈲
相
談
し
て
も
同
じ
　
四
七
・
六
着

㊤
そ
の
他
　
　
　
　
一
六
・
九
カ

と
い
う
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。

「
相
談
し
て
も
同
じ
」
が
最
も
多
い
の
は

「
相
談
し
て
も
ど
う
に
も
な
ら
な
い
」
と
い

う
先
入
観
と
、
「
あ
き
ら
め
」
の
気
持
ち
が

あ
る
た
め
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
こ
の
こ
と
は

「
人
に
知
ら
れ
た
く
な
い
」
と
い
う
切
実
な

願
い
と
と
も
に
、
相
談
に
行
く
こ
と
に
つ
い

て
二
の
足
を
ふ
む
鰭
栗
に
な
る
も
の
と
思
わ

れ
ま
す
。
ま
た
壷
苦
し
い
」
と
か
「
気
む

ず
か
し
い
」
と
い
う
気
持
ち
な
ど
が
あ
る
こ

と
も
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
「
何
で
も
気
易
く

相
談
が
で
き
る
」
よ
う
な
親
近
感
を
も
っ
て

ど
う
ぞ
気
軽
に
相
談
に
お
出
か
け
く
だ
さ
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井沢∴∴溝菩　　　小学館
五木　真之菅　　講談社

海音寺請五節善　学習研究社
鈴木　宗龍巻　　　淡交社

（他茶道に関して10冊）
自由国民社

山口　洋子著　文芸書秋社

一般図書

●いちばん太鼓
●メルセデスの伝説
●西郷隆盛
●茶菓子12ケ月

●現代用露の基礎知識“86年度版
●繍談社現代新書50冊
●演歌の虫
●タオルでつくるぬいぐるみ動物　織部まき手書　池田書店
●回転木馬のデット　ヒート　　　村上　春機曽　　　講談社
●薄日の王子　　　　　　　　　　黒岩　重富著　文芸春秋

他多数
児董図書
紙芝居
●宮沢賢治亀雷名作集会7巻　　　　　　　　　　　童心社
●たのしLlイソップ全6巷　　　　　　　　　　　　童心社

●あそびえかきうた　　　　　　吉田　定一綱　らくだ出版
他多数

ひとりでも多くの子ともたちに絵本のたのしさを。
そして読書は
人生の“かくし味“であり、もう1人の私との出会いなので

す。本があなたを待っています。
印鑑があればその日から貸出しできます。

即閥心
筋⑱℡）－hJ（

戦
傷
病
者
乗
車
券

引
換
証
の
交
付
串
諸

▽
受
付
開
始
　
2
月
l
日
か
ら

▽
提
出
高
嶺
戦
傷
病
者
乗
車
券
引
換
交
付

洒
求
駐

▽
注
意
輩
項

の
戦
傷
病
害
帳
の
交
付
を
受
け
た
後
、

春
霞
引
換
証
の
請
求
ま
で
の
閲
に
、

次
の
車
項
に
該
当
す
る
者
は
、
戦
傷
病

者
手
帳
及
び
変
更
届
を
提
出
す
る
こ
と

と
も
に
次
の
該
当
畜
類
を
添
付
す
る
こ

と・
氏
名
変
更
　
戸
籍
抄
本

・
住
所
変
更
　
住
民
票
抄
本

・
恩
給
の
薪
裁
定
　
恩
給
証
奮
ま
た
は

保
管
証
の
写

・
身
体
陣
智
者
手
帳
を
新
た
に
受
け
た

者
　
身
障
手
帳
の
写

㈲
症
状
の
程
度
が
笹
二
項
症
並
び
に
第
四

項
症
に
該
当
す
る
者
は
、
引
換
証
の
甲

六
シ
ー
ト
ま
た
は
乙
十
二
シ
ー
ト
の
い

ず
れ
か
を
選
択
す
る
こ
と
。

請
求
蕾
お
よ
び
各
様
式
は
、
福
祉
課
福
祉

係
に
あ
り
ま
す
の
で
、
印
鑑
持
参
の
う
え
、

お
い
で
く
だ
さ
い
。

県
身
体
障
害
者
作
品
展

▽
期
　
間
　
2
月
鳩
目
～
2
月
2
4
日

▽
会
　
場
　
発
展
エ
レ
デ
博
多
店
八
階

▽
聞
合
先
∴
福
岡
県
身
佐
陸
聾
者
福
祉
協
会

衝
0
9
2
（
1
5
1
）
3
2
3
9

芦
屋
町
職
員
募
集

（
正
看
護
婦
）

▽
職
種
お
よ
び
人
鼠
　
正
瑠
轡
婦
　
人
名

▽
資
　
格
　
昭
和
3
1
年
4
月
2
日
以
降
柏
生

者
で
、
彊
婦
の
免
許
所
持
者

ま
た
は
、
4
月
1
日
ま
で
に
収

得
で
さ
る
者

▽
受
付
期
限
　
2
月
5
日
ま
で

▽
試
　
験
　
2
月
m
日
、
適
性
、
作
文
、
面

接
な
ど

▽
給
　
与
　
町
条
例
に
よ
る

詳
細
に
つ
い
て
は
、
芦
屋
町
役
場
総
務
課

人
出
係
　
舘
（
2
2
3
）
0
8
8
1
へ
。

私
は
、
小
説
も
マ
ン

ガ
も
好
き
で
す
。

「
ど
ち
ら
が
好
き
9
」

と
い
わ
れ
て
も
わ
か
り

ま
せ
ん
。

ち
ょ
ろ
と
、
て
ん
ぴ

ん
の
秤
り
の
よ
う
な
関

係
で
す
。

今
、
と
っ
て
も
好
き

中

央

公

民

館

内

園

●
平
日
・
士
幌
は
は
　
　
8
時
3
0
分
～
1
7
時

●
日
曜
日
は
　
　
　
　
　
8
時
5
0
分
－
1
2
時

（
第
三
日
曜
日
は
家
庭
の
円
の
た
め
休
館
で
す
し

●
月
曜
日
・
祝
日
は
　
　
休
館

な
本
は
、
江
戸
川
乱
筆
シ
リ
ー
ズ
で
す
。

も
ー
つ
十
冊
位
読
み
ま
し
た
。

探
偵
物
は
、
な
ぞ
と
、
ひ
み
つ
で
、
い
っ
ぱ

い
な
の
で
わ
く
わ
く
、
と
き
と
さ
し
ま
す
。

日
本
で
は
明
智
小
五
郎
、
外
国
で
は
ル
パ

ン
が
好
き
で
す
。

本
は
、
私
を
冒
険
さ
せ
た
り
、
笑
わ
せ
た

り
、
悲
し
ま
せ
た
り
し
て
く
れ
ま
す
。

シ
リ
ー
ズ
を
全
都
読
ん
で
、
そ
の
後
に
ま

だ
ま
だ
あ
る
楽
し
い
本
、
悲
し
い
杢
ゆ
か

い
な
本
他
に
い
っ
ぱ
い
あ
る
と
思
い
ま
す
。

大
人
に
な
っ
た
ら
、
末
を
借
り
た
り
買
っ

た
り
し
て
、
読
ん
で
見
た
い
と
思
い
ま
す
。
日

を
悪
く
し
な
い
よ
う
に
、
が
ん
ば
り
た
い
。

太
や
マ
ン
ガ
が
見
ら
れ
な
い
と
い
や
だ
。

飼
圏
圏
圏
闇
園
V

河
申
　
聾
　
選

石
仏
を
か
こ
み
て
ゆ
る
る
壬
の
穂
深
ま
る
撃

の
野
面
請
け
し
　
　
　
　
久
野
き
よ
の

秋
風
に
そ
よ
げ
る
苦
の
風
情
あ
り
吾
が
歌
心

を
日
々
に
や
し
な
う
　
　
　
大
勝
ト
シ
ミ

視
野
に
入
る
芋
は
弱
き
陽
を
受
け
て
黄
金
色

な
し
な
び
き
止
ま
ら
ず
　
　
璃
　
佳
子

小
雨
降
る
舗
道
に
も
み
じ
楽
散
り
し
き
て
絵

を
見
る
こ
と
く
踏
む
壱
た
め
ら
う井

口
　
組
子

冬
に
入
る
ひ
と
日
を
海
は
岩
を
噛
み
吠
ゆ
る

が
に
見
ゆ
波
の
打
ち
寄
す
　
言
開
　
録
朗

山
茶
花
や
ふ
と
聞
き
な
れ
し
下
駄
の
吉

見
村

柁
八
つ
手
ど
こ
か
で
魚
焼
く
匂
い三

村

ス
リ
ッ
パ
の
音
襟
首
の
冷
ゆ
夜
半玉

野

し
ぐ
る
る
や
万
葉
仮
名
右
手
習
に
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同約覗操税の確定申告は匪噛縛お早め惚

今
年
も
確
定
申
告
の
時
期
が
近
づ
き
ま
し
た
。
本
町

で
は
、
次
の
日
程
で
給
与
所
得
者
の
還
付
申
告
の
受
付

を
い
た
し
ま
す
の
で
こ
利
用
く
だ
さ
い
。

▽
日
　
時
　
2
月
1
3
日
（
木
曜
日
）

9
時
～
1
6
時

▽
場
　
所
　
遠
賀
町
役
場
二
階
第
二
会
議
室

持
参
提
出
す
る
も
の

住
宅
取
得
控
除

住
宅
ロ
ー
ン
控
除
を
受
け
る
人

・
家
屋
護
欝
価
証
明
書
家
屋
と
土
地
を
一
括
取
得
し
た
場
合
家
屋

の
取
得
価
格
を
明
ら
か
に
す
る
も
の

・
住
宅
取
得
に
係
る
融
資
額
の
償
還
金
額
等
証
明
書
金
融
機
関
や
建

設
業
者
が
交
付
す
る
も
の

・
家
屋
の
登
記
簿
船
木

・
住
民
票
の
写
し

・
源
泉
徴
収
票

・認印
・
既
存
住
宅
の
場
合
は
評
価
証
明
語

雑
損
控
除
、
医
療
控
除

・
源
泉
徴
収
票

・
領
収
蜜

香
典
返
し

次
の
方
々
か
ら
、
遠
賀
町
社
会
福
祉
協
議

会
に
こ
寄
付
い
た
だ
き
ま
し
た
。

心
か
ら
故
人
の
こ
冥
福
を
お
祈
り
し
、
厚

く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

故
白
石
ツ
ル
千
校

（
木
　
守
）
白
石
　
淳
様

政
商
諸
藩
子
様

（
上
別
府
）
高
　
万
年
様

故
柴
田
　
松
野
様

（
広
∴
渡
）
柴
田
　
悦
郎
様

故
加
藤
∴
－
猛
様

（
今
古
賀
）
加
藤
　
昭
彦
様

改
野
馬
博
倫
様

（
新
　
町
）
野
馬
マ
ル
コ
様

故
幸
田
　
弊
様

（
広
∴
渡
）
幸
田
政
光
様

故
柴
田
　
英
之
様

（
松
ノ
本
）
柴
田
　
実
意
惟

故
永
谷
　
ミ
フ
様

（
東
和
苑
）
永
谷
　
費
郎
櫻

故
松
本
イ
セ
子
様

（
木
　
守
）
松
本
　
武
士
穣

故
中
村
　
キ
ト
様

（
東
　
町
）
中
村
　
垂
（
様

故
松
尾
　
チ
ヨ
様

（
中
央
）
松
尾
日
出
東
棟

故
栗
田
　
憲
様

（
（
古
賀
）
栗
田
　
春
雄
様

一
般
寄
付

次
の
方
か
ら
、
遠
賀
町
社
会
福
祉
協
議
会

に
こ
寄
付
い
た
だ
き
ま
し
た
。

金
一
封

遠
賀
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
様

図
書
の
寄
贈

遠
賀
町
社
套
福
祉
協
議
会
棟

（
共
同
募
金
寧
業
配
分
金
か
ら
）

西
尾
　
璧
武
様
（
芙
蓉
）

原
　
　
勲
様
（
松
ノ
木
）

今
年
こ
そ

無
火
災

3
6
5
日
／

保
険
金
な
ど
補
て
ん
さ
れ
た
金
額
が
わ
か
る
も
の

認
印

一

級

・

二

級

技

能

士

通

信

講

座

還
付
金
の
振
込
み
は
、
多
少
に
か
か
わ
ら
ず
銀
行
張
込
み
と
な
り
ま

す
の
で
、
金
融
機
関
名
、
預
金
の
話
頭
、
口
座
番
号
を
メ
モ
し
て
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。

詳
細
に
つ
い
て
は
、
役
場
住
民
課
町
民
税
係

禽
（
2
9
3
）
1
2
3
4
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

▽
訓
練
科
＜
一
級
＞
機
械
加
工
、
仕
上
げ

板
金
、
配
管
、
機
械
製
図
、
建

築
大
工
の
五
科

＜
二
級
＞
製
缶
、
建
築
、
左
官

機
械
加
工
、
仕
上
げ
そ
の
他
二

十
科

▽
受
講
料
一
級
八
千
円
、
二
級
六
千
円

▽
訓
練
期
間
標
準
一
年
間
（
い
つ
で
も
交

付
し
ま
す
）

▽
特
典
∴
修
了
者
に
は
受
諾
し
た
訓
練
科

の
学
科
試
験
免
除

詳
細
に
つ
い
て
は
、
入
壁
琵
開
発
セ
ン

タ
ー
八
幡
西
区
穴
生
3
丁
目
5
番
1
号

舘
（
6
4
1
）
4
9
0
6
・
6
9
0
9

・
八
分
に
一
件
の
剖
合
い
で
、
全
国
の
ど
こ

か
で
火
災
が
発
生
し
て
い
る

・
一
日
当
た
り
の
韻
書
額
は
、
約
四
億
四
・

死
者
総
数
の
四
割
近
く
が
放
火
自
殺
者
で

占
め
ら
れ
て
い
る

・
火
災
の
約
八
〇
腎
は
、
火
を
使
用
す
る
者

の
不
注
憩
ま
た
は
、
放
火
に
よ
り
発
生
し

そ
の
儀
牲
者
の
大
半
は
、
老
人
や
孟
供

こ
の
よ
う
な
悲
し
い
想
い
を
し
な
い
よ
う

に
『
今
年
こ
そ
、
無
火
災
3
6
5
日
／
」
と

す
る
た
め
、
次
の
よ
う
な
こ
と
に
注
惑
し
ま

し
ょ
う
。

・
し
っ
か
り
と
吸
殻
の
始
末
を
す
る
習
慣
を

つ
け
る

・
家
の
外
回
り
に
燃
え
や
す
い
物
を
お
か
な

・
声
締
り
を
よ
く
す
る

・
隣
近
所
で
互
い
に
注
患
し
、
放
火
さ
れ
な

い
環
境
を
つ
く
る

郡
内
火
災
・
敵
意
件
数

（
1
月
か
ら
1
1
月
末
ま
で
）
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子
　
　
守
　
　
念
　
　
仏

用
べ
り
に
茂
っ
た
護
の
薬
が
少
し
黄
色
く
な
り
、
銀

い
ろ
の
わ
た
毛
の
よ
う
な
穂
が
一
面
に
広
が
り
、
水
の

い
ろ
が
鉛
い
ろ
に
な
る
こ
ろ
の
お
話
で
す
。

夏
の
間
緑
の
ひ
と
い
ろ
だ
っ
た
田
ん
ぼ
の
稲
も
刈
り

取
ら
れ
、
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
稲
架
の
姿
が
見
え
ま
す
。

一
と
休
み
す
る
暖
も
な
く
農
家
の
人
マ
は
、
い
そ
が
し

い
毎
日
が
く
り
返
え
さ
れ
る
の
で
す
。

刈
り
と
ら
れ
た
稲
を
セ
ン
パ
で
籾
に
し
、
何
日
も
何

日
も
広
い
庭
に
干
し
、
乾
い
た
籾
を
脱
穀
し
て
米
に
す

る
仕
事
が
あ
り
ま
す
。

大
き
な
榎
の
木
が
枝
を
ひ
ろ
げ
、
ほ
ど
よ
い
日
陰
に

な
っ
た
と
こ
ろ
に
お
地
蔵
さ
ま
の
お
堂
が
あ
り
ま
し

た。
朝
早
く
ゆ
く
と
白
い
砂
の
上
に
、
濃
紫
の
「
エ
ノ

、
上
が
た
く
さ
ん
落
ち
て
い
ま
し
た
。
子
供
た
ち
は
喜

ん
で
「
エ
ノ
ミ
」
を
拾
い
、
口
を
ま
っ
く
ろ
に
し
て
そ

の
実
を
た
べ
た
も
の
で
し
た
。

小
さ
い
子
供
を
負
ん
ぶ
し
た
若
い
女
の
人
た
ち
も

（
版
画
∴
片
山
正
信
）

（
む
か
し
は
急
が
し
い
農
家
仕
事
を
す
る
主
婦
の
人
た
ち
は
、
こ
ん
な
若
い
娘
さ
ん
た
ち

を
雇
っ
て
、
子
供
の
守
り
を
し
て
も
ら
う
の
か
、
ど
こ
の
家
で
も
あ
り
ま
し
た
。
）
　
「
エ

ノ
、
∴
」
を
拾
っ
た
り
、
日
光
浴
を
し
た
り
、
一
日
中
子
供
の
お
守
り
を
し
て
過
ご
し
ま
し

た。

子
供
も
遊
び
倦
い
て
し
ま
い
、
む
づ
が
る
と
、
子
守
り
は
子
供
を
負
ぶ
し
て
あ
や
し
た

り
し
た
も
の
で
す
。
そ
ん
な
時
は
い
つ
で
も
歌
が
出
た
も
の
で
す
。
歌
は
い
つ
も
聞
か
れ

る
田
橙
歌
や
水
ふ
み
歌
、
ま
た
は
盆
歌
な
ど
だ
っ
た
よ
う
で
す
。

ひ
と
り
む
す
め
を
遠
賀
に
や
る
な

遠
賀
水
踏
み
ゃ
日
に
焼
け
る
　
日
に
焼
け
る

長
い
長
い
よ
こ
の
田
の
長
さ

四
月
五
月
の
日
の
永
さ
　
ロ
の
永
さ

さ
ま
の
館
は
八
ッ
嫌
つ
く
り

黄
金
切
り
窓
銭
す
だ
れ
　
銭
す
た
れ

揃
ろ
た
揃
ろ
た
よ
踊
り
子
が
そ
ろ
た

ど
れ
が
踊
り
子
の
か
し
ら
や
ら
　
か
し
ら
や
ら

い
こ
か
も
と
ろ
か
思
案
橋
こ
え
で

こ
こ
が
思
案
の
岩
戸
橋
　
岩
声
橋

歌
声
が
そ
ろ
え
ば
子
供
た
ち
は
寝
て
し
ま
い
ま
し
た

か
、
い
つ
ま
で
も
い
つ
ま
で
も
つ
づ
く
歌
声
。
地
蔵
さ

ま
も
微
笑
え
む
よ
う
に
見
え
ま
す
。
声
の
い
い
娘
は
、

若
衆
の
目
標
に
も
な
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
誰
言
う
と

な
く
子
守
念
仏
と
呼
ん
で
い
ま
し
た
。

（
関
谷
　
高
）
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今古賀700番地の159
ゆうずI）

中園　雄介くん

（羅毒さんの瑚）
昭和60年2月4日生

もうすぐ、ひとつになります

が、やつと、ひとりで、立てる

ようになりました。と、自分で

はそう思っているのですが、回

りの人は瞬間芸だといって認め
てくれません。

広陵1835番地
LiO人すけ

野村　俊輔くん

（襲撃さんの瑚）
昭和60年7月7日生

はじめまして○　ポクね、寝返

りが大好き。このごろハイハイ

の練習をしているん凸ナビ、後

ろにばかり進んで前へ進まない

んだ。おしりを描く上げて、さ

あ、がんばろう。

鰹
願
望
衛
唖
の
ペ
∴
＝
ジ

《
好
日
〝
婦
相
談

2
月
4
日
（
火
）

9
時
5
0
分
ま
で
に
お
い
で
く
だ

さ
い

役
場
保
健
室

妊
産
婦

印
鑑
（
母
子
手
帳
受
領
者
の
み
）

産
前
産
後
の
過
ご
し
方
、
妊
婦

体
操
、
母
子
手
帳
交
付

無
料

閉
園
圃
聞
出

▽
期
　
日
　
2
月
ュ
2
日
（
水
）

▽
時
　
間
　
9
時
5
0
分
か
ち
的
時
5
0
分
の
閲

に
お
い
で
く
だ
さ
い

▽
場
　
所
　
役
護
窒

▽
対
象
者
　
生
後
1
カ
月
－
1
2
カ
月
児

▽
持
参
品
∴
話
手
手
帳
、
バ
ス
タ
オ
ル

▽
内
　
容
　
体
雫
身
長
な
ど
測
定

離
乳
食
な
ど
指
導

▽
料
。
金
　
無
料

劃

割

も

◎
申
込
み

▽
場
　
所
役
場
保
健
衛
生
係
窓
口

▽
申
込
日
　
2
月
1
2
日
（
水
）
か
ら
受
付

定
員
に
な
り
し
だ
い
締
切

▽
定
　
員
一
日
各
0
0
名

▽
料
金
　
五
百
円
（
検
査
当
日
徴
収
）

◎
検
診

▽
期
　
日
　
2
月
2
6
日
（
水
）

2
月
2
7
日
（
木
）

2
月
2
8
日
（
金
）

▽
時
　
間
受
付
　
8
時
0
0
分
I
L
0
時
5
0
分

検
査
　
9
時
－
か
ら

▽
場
　
所
　
中
央
公
民
館
玄
関
前

∩
割
引
劉
∪

◎
申
込
み

▽
揚
　
所
　
役
場
保
健
衛
生
係
窓
口

▽
申
込
日
　
2
月
2
4
日
（
月
）
か
ら
受
付

定
員
に
な
り
し
だ
い
締
切

▽
定
　
員
一
日
各
1
5
0
名

▽
料
金
　
五
百
円
（
検
査
当
日
徴
収
）

◎
検
診

▽
期
　
日
　
3
月
5
日
（
水
）

3
月
1
日
（
金
）

3
月
ュ
2
日
（
水
）

▽
時
　
間
　
受
付
　
9
時
0
0
分
～
m
時
如
分

検
査
　
的
時
5
0
分
か
ら

▽
揚
　
所
　
中
央
公
民
館
玄
関
前

5
0
年
度
実
施
し
た
、
血
液
に
よ
る
子
宮
ガ

ン
検
査
は
本
年
度
実
施
し
ま
せ
ん
。

⑪
健
康
な
汗
を

ス
ポ
ー
ツ
で
挫
康
な
汗

を
、
と
思
っ
て
い
て
も
、

実
際
に
は
週
一
回
が
や
っ

と
と
い
う
人
が
多
い
よ
う

で
す
。
し
か
し
、
日
常
生

▽
申
込
み
手
続
　
役
場
保
健
衛
生
係
窓
口
ま
た
は
電
話
で
申
込
み

憧

（

2

9

3

）

1

2

3

4

赤
十
字
救
急
ブ
　
ロ
　
ッ
　
ク
別
講
習
会

郵
政
を
防
止
、
緊
急
時
に
必
要
な
処
置
が

で
き
る
よ
う
に
正
し
い
救
急
法
の
知
識
と
技

術
を
身
に
つ
け
、
鶴
康
で
安
全
な
生
活
を
送

る
こ
と
を
目
的
と
し
た
講
習
会
で
す
。

▽
内
　
容
　
o
応
急
手
当
の
基
本
。
人
工

呼
吸
・
止
血
と
傷
の
処
置

・
骨
折
の
処
置
。
急
病
。

三
角
巾
と
巻
軸
帯
　
o
患
者
迎

搬
法
・
火
災
時
の
心
得

▽
日
　
程
　
2
月
1
6
日
－
⊥
9
日
の
四
日
間

9
時
－
ュ
7
時

▽
会
　
場
北
九
州
赤
十
字
血
液
セ
ン
タ
ー

▽
定
　
員
　
三
十
名

詳
細
は
、
北
九
州
赤
十
幸
血
液
セ
ン
タ
ー

舘
（
6
3
1
）
1
2
1
1
へ
ど
う
ぞ
。

満
で
愁
殺
し
て
体
を
動
か
す
こ
と
を
心
が
け

加
え
て
ス
ポ
ー
ツ
を
す
る
と
、
た
と
え
週
一

回
で
も
か
な
り
の
効
果
が
期
待
で
き
ま
す
。

日
々
の
生
活
に
、
も
っ
と
も
蟹
に
と
り

こ
め
る
の
は
．
急
ぎ
足
で
歩
く
こ
と
∴
急

ぎ
足
は
、
一
画
を
五
分
以
上
と
し
、
何
回
か

を
総
計
し
て
一
日
三
十
分
以
上
に
な
る
よ
う

に
し
ま
す
。
さ
ら
に
、
古
殿
ぐ
ら
い
の
階
段

の
上
り
下
り
を
、
一
日
に
何
回
か
行
い
ま

す
。
勤
め
先
の
階
段
、
駅
の
階
段
…
‥
連
動

の
チ
ャ
ン
ス
は
、
あ
ち
ら
こ
ち
ら
に
転
が
っ

て
い
ま
す
。

次
に
連
動
の
強
さ
で
す
が
、
五
分
以
上
続

け
ら
れ
、
五
分
－
十
分
で
汗
が
で
て
く
る
程

度
を
一
応
の
目
安
に
す
る
と
よ
い
で
し
ょ
う

体
が
激
し
い
動
き
に
慣
れ
て
い
な
い
の
に

張
り
切
り
す
ぎ
る
と
、
ね
ん
ぎ
ゃ
肉
離
れ
、

時
に
は
骨
折
も
起
こ
し
ま
す
。
特
に
、
野
球

の
よ
う
に
、
急
に
動
い
た
り
止
ま
っ
た
り
す

る
動
作
が
多
い
ス
ポ
ー
ツ
に
、
こ
う
し
た
郵

政
が
日
光
ち
ま
す
。

楽
し
い
は
す
の
ス
ポ
ー
ツ
が
、
災
い
の
タ

ネ
に
な
ら
な
い
よ
う
、
十
分
気
を
つ
け
て
く

ださい。
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2月のゴミ収東事定義

匪手玉 �木片憲、竹類、木の葉、魚などの パック、残飯頼、噺闘、難聴、布 きれ糠と 

月曜日と木曜日 �島津、若松、鬼津、尾崎、千代丸 
3日、6日、10日 �広渡、道営、松ノ木、上別府、虫 

3日、17日、20日 �生津、若葉台、芙蓉、東町、西町 

日、27日 �老良 

火曜日と金眼目 4日、7日、11日 �別府、今古賀、遠賀川、新町、旧 侍、中央、木守、浅木、東和苑、 

日、28日 �拡渡の一部、上別府の一部 

2月のし尿収集予定豪
条目 �大型車収集地区 �小型車収集地区 

1（D �西町、浅木の一都 �尾崎、若松、虫生法 上別府（花園） 

3（月） �東町 �広渡 

4（火） �出生津（薪屋敷を含む）、東町 �別府、木守 

5（水） �月2回収集家庭 �月2回収集家庭 

6（木） �虫生津、木守 � 

13（火） � �別府 

14（金） �旧借、鬼津、若松 � 

15（土） �旧停 � 

17（月） �遠賀川 � 

18（火） �遠賀川、新町 � 

19（水） �新町 �鬼津 

0（木） �月2回収集家庭 �月2回収集家庭 

1（金） �町、広波（申年田）、別府 � 

2（D �嫡踊「 新町 � 

（月） �上別府、浅木、虫生津、別府 � 

（火） �鬼津、若松 �鬼津、若松、松ノ本、道営 

（水） �尾崎 � 

27（木） �浅木 �老良 

28（金） � �浅木、鬼津（小鳥掛）、尾崎 

不
妊
症
　
の
　
お
話
　
㈲

所
属
国
中
産
婦
人
科
医
院
長
　
田
　
中
　
壮
　
介

前
回
は
、
女
性
側
の
不
妊
と
し

て
月
経
の
異
常
に
つ
い
て
説
明
し

て
頂
き
ま
し
た
が
、
女
性
に
と
っ

て
ー
番
大
切
な
の
は
排
卵
な
ん
で

すね。そ
の
通
り
で
す
。
昔
か
ら
、
排
卵
な
く
し

て
月
経
な
く
、
月
経
な
く
し
て
妊
娠
な
し
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
い
ま
ま
で
に
度

々
申
し
上
げ
て
き
ま
し
た
が
、
排
卵
を
知
る

方
法
と
し
て
基
礎
体
温
曲
線
が
あ
り
ま
す
。

藁
漁
と
は
、
心
身
と
も
に
辞
か
で
一

呑
落
着
い
て
い
る
状
態
の
体
温
で
す
。
つ
ま

り
、
人
体
の
眠
っ
て
い
る
と
き
の
体
温
で
す

が
、
実
際
、
眠
っ
て
い
る
と
き
の
体
温
は
計

れ
ま
せ
ん
の
で
朝
の
日
銘
め
た
と
き
の
口
腔

の
温
度
で
代
用
し
ま
す
。
毎
日
の
温
度
の
曲

線
か
ら
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
か
分
り
ま
す
。

一
、
低
温
か
ら
高
温
へ
の
上
昇
期
は
普
通
五

日
間
あ
り
、
こ
の
間
に
排
卵
が
起
こ
り
ま

す
。
人
工
語
、
体
外
授
精
は
こ
の
朗
を

選
ん
で
行
わ
れ
ま
す
。

二
、
排
卵
後
、
分
泌
さ
れ
る
黄
体
ホ
ル
モ
ン

の
影
響
で
高
温
期
に
な
り
、
十
二
日
か
ら

十
六
日
続
き
ま
す
。

三
、
卵
は
排
卵
ざ
れ
て
か
ら
四
時
間
ぐ
ら
い

で
死
に
ま
す
か
ら
、
高
温
期
は
絶
対
不
妊

湖
で
す
。

四
、
低
温
期
は
、
妊
娠
す
る
こ
と
も
あ
り
、

し
な
い
こ
と
も
あ
り
比
較
的
不
妊
期
で

す。
五
、
高
温
が
続
い
て
い
る
妊
娠
初
期
に
突
然

温
度
が
下
る
と
き
は
流
産
が
切
迫
し
て
い

る
と
考
え
て
よ
い
。

六
、
排
卵
湖
に
は
帯
下
が
多
く
な
り
、
少
量

の
出
血
や
下
腹
痛
を
感
じ
ま
す
。

七
、
基
礎
体
温
は
不
妊
診
療
の
基
礎
と
な
り

検
査
や
治
療
の
有
効
陸
を
見
て
い
く
指
針

と
な
る
も
の
で
す
。

八
、
高
温
期
が
な
く
低
温
期
は
か
り
の
と
き

は
、
排
卵
が
行
わ
れ
て
い
ま
せ
ん
か
ら
、

無
排
卵
慎
月
経
で
す
。

（つつく）



調の遠賀調整廻指事嚢上

⑨時間の中で、口：口一口：口は、その時間内であれば可○

□：ローは、その時問から始まるので、時間までに集まること○

日 �曜 �行∴∴事∴∴内　　容 �時　間i難会掲i担当係名1線や終了時閲はど【詳　細 

3 �月 � �13：30－1 �役場i 第2会議室 �三調整係上区長 �� 

4 �火 �妊　　婦　　相　　談 �9：30－匡艦上偉観係厚意帳交付18ページ 19：30一幸公民館巨会輔係は罵務終了予定1 

8 �土 � 

10 �車 � � �，公卿蝕1福祉係（欝畿鷺筆金無当 

12 �水 �乳　　児　　相　　談 �9：30－10：301役嫌僅計保鰯生係 ���生後7カ月－12カ月児章一ジ 

12 （ �水 （ i � �8：こす鰭衛匡衛生係南誓繕品評」二二二 

13 �木 i �給与所得者の還付申告 �9；00－16南端綾上民税係i給与所鰭の還付醒幸一ジ 

14 �i 金 �民生児遼表見会 �9：30－　医会謹上祉係国選繋農　1 

＼寄添＼＼／r 

i i∴＼ ∴ ．∴∴ 

広葉小字糠でどんど境
広波小学校では1月11日、恒例のど

んど焼大会を行いました。
当日、児童が持ち寄ったしめ飾りは

約千個、燃え上る炎に類を真っ赤にし
た子供達の歓声が冬の空に響きました。

字が上達するようにと書初めを燃や
し、しめ飾りの灰は各自が持って帰り

ました。

遠
賀
中
学
校
野
球
部

5
2
年
ぶ
り

県
大
会
へ
出
場
′

在
る
ま
で
練
習
し
て
い
ま
す
。

キ
ャ
プ
テ
ン
の
山
下
広
大
君
は
「
地

区
大
会
の
勝
因
は
何
と
い
っ
て
も
チ
ー

ム
ワ
ー
ク
の
良
さ
で
し
た
。
後
は
一
戦

一
戦
に
全
力
を
傾
注
し
ま
す
。
も
ち
ろ

ん
目
標
は
優
勝
で
す
」
と
キ
ソ
パ
リ
。

が
ん
ば
れ
／
避
中
野
球
部
〃

先
日
行
わ
れ
た
中
学
校

新
人
戦
筑
革
大
会
で
、
遠

賀
中
学
校
野
球
部
は
準
優

勝
し
、
3
月
2
6
日
に
行
あ

れ
る
県
大
会
へ
の
出
場
権

を
獲
得
し
ま
し
た
。
3
2
年

ぶ
り
の
出
甥
で
、
学
校
関

係
書
を
大
い
に
喜
ば
せ
て

い
ま
す
。

現
在
、
部
員
は
約
3
0
名
、

一
年
生
1
5
人
、
二
年
生
1
4

人
で
、
当
日
の
ベ
ン
チ
入

り
1
6
人
の
枠
を
め
ざ
し
て

毎
日
ポ
ー
ル
が
見
え
を
く
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寛清原金松
頼　　佳興

趣　明　　子　二二

別　　　　　　　　　　　　　　　　居

崎砦裏奮毒薬棄智東府邁弄藁

悪襲撃　璧義聖

広
瀬
撮
学
校
（
5
3
名
㌣

遠
賀
川

赤
星
－
三
一

梶
野
　
光
墳

猿
楽
　
大
穂

稔
畠
　
祐
介

成
田
一
誠

校
井
　
ふ
み

山
形
　
費
矢

木
元
治
理
加

新
　
町小

田
和
美

笹
見
　
依
里

田
中
絵
里
子

高
良
春

田
安
夏
旛

早
麻
　
唱
子

山
北
　
裕
構

旧

請
藤
∴
∴
武
　
　
道

財
前
　
功
一

停
薄
井
　
綾
乃

佐
伯
　
光

自
乗
　
尚
子

庫
渡
加
奈
手

渡
石
井
　
友
和

今
村
　
裕
典

薬
重
　
俊
宏

島
崎
　
匡
垂

水
　
英
子

矢
野
　
雅
美

官陣
屋
　
諸

井
上
　
陽
子

栗
山
　
火

割
田
　
武

武
谷
　
美
幸

霞
坂
　
祐
二

牧
迫
大
二
郎

南
野
　
正
一

鬼
塚
　
智
典

佐
々
木
寛
子

平

　

蓑

田
中
　
藤
浩

徳
王
　
隆

富
山
　
良
子

宮
路
　
撃
好

鈴
木
諌
次
郎

坂
本
　
小
夜

三
村
　
梨
恵

石
橋
佳
奈
枝

今
吉
　
浩
行

佐
々
木
桂
一
郎

高
崎
　
洋
臣

前
田
知
恵
子

中
　
央加

護
慶
太
郎

山
嵐
寵
之
助

村
木
　
雄
介

熊
本
　
朋
子

野
口
　
麗
子

上
別
府鍛

∴
∴
恵
司

白
石
み
ゆ
き

白
土
　
秀
厨

筋
田
　
義
隆

花
田
　
聞

桝
田
　
智
子

宮
本
美
緒

山
中
　
真
美

奥
村
　
峰
幸

若
葉
台田

村
　
貨
士

吉
武
強
志

虫
生
津請

願
由
実
香

仁
木
　
夏
枝

山
田
　
智
子

芙
　
蓉

小
埜
　
高
規

北
村
　
理
恵

曽
我
部
利
昭

登
板
　
力

三
木
奈
津
子

東
　
町中

西
い
ず
み

上
野
勝
次

柏
木
亜
紀
子

白
石
　
博
雅

筋
田
　
車
馬

田
崎
紘
一
郎

平
野
　
陽
子

桝
田
　
倫
司

矢
永
　
将

荒
牧
　
藍
子

隙
野
　
宿
一

桑
原
　
由
美

吉
野
董

木
下
　
成
美

川
口
真
理
子

久
米
　
朋
龍

蔑
香
苗

原
田
奈
央
英

明
日
　
大
開

校
居
丈
明

金
川
由
紀
恵

西
　
町

木
下
　
理

東
和
苑

秋
永
　
別
志

大
森
。
雅
之

木
村
　
智
史

書
家
∴
健
之

商
添
－
苑
平

戸
板
　
書

中
本
み
つ
実

畑
中
　
大
輔

堀
尾
　
泰
之

南
　
　
拓

金
城
　
綾
戟

浅
　
木石

井
浩
次

小
田
恵
七
郎

川
崎
　
光
輝

正
司
　
幸
長

西
岡
　
理
恵

藤
原
祐
佳

恋
　
郁
恵

力
丸
　
正
潅

木
　
守

安
部
祥
太
郎

井
上
　
和
幸

小
西
　
祥
彰

白
石
　
光
伸

村
田
智
恵
子

老
　
良

満
水
　
範
吾

丸
井
由
紀
子

板
倉
　
出
撃

河
村
和
歌
子

佐
藤
∴
彰
子

田
上
　
賢
一

釣
川
麻
衣
子

中
尾
　
大
輔

串
本
　
卓

平
田
有
賀
手

水
町
　
恭
子

宮
崎
　
修
平

出
野
　
雅
也

小
川
美
奈
子

大
森
哀
曹

草
野
ま
ど
か

浪
松
∴
裕
介

藤
原
　
志
乃

森
　
誠
二

山
口
　
未
寅

中
尾
　
亮

日
下
部
美
紀

椎
木
　
理
絵

松
本
　
憲
治

添
田
　
智
昭
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自害業者　一般被用者（サラリーマン）公務員等 国民年金 

（改正後） 

）子轟洋‾（蒲団離合／（基礎年金） 

白倉業者世－i　　　　　　　　　　　　　　　　＼ローi 呂　市－「－潮音輔一一一一一一十公務員寺「 

（注）船員保険の職務外年金部門は厚生年金保険に統合されます、 

薪
し
い
年
金
制
度
①

制
度
改
正
の

四
本
の
柱

今
年
の
四
月
か
ち
公
的
年
金
制
度
か
変
わ
り
ま
す
。

今
回
の
改
立
は
、
今
後
、
高
齢
化
社
会
を
遡
、
入
る
な
か
て
、
公
的
年
会
制

度
を
長
期
的
に
安
定
し
た
も
の
に
改
革
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

主
な
改
正
点
は
①
。
基
礎
年
金
」
制
度
の
導
入
i
i
・
衰
束
の
国
民
年
金

の
適
用
を
広
げ
、
す
べ
て
の
国
民
か
加
入
す
る
②
給
付
水
準
と
保
険
料
負

担
の
適
正
化
③
婦
人
の
年
金
権
の
確
立
④
障
害
年
会
の
充
実
i
i
な
ど
で

す。
今
後
、
三
回
に
わ
た
っ
て
〝
新
し
い
年
金
制
度
〟
を
紹
介
し
ま
す
。

1
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
も
国
民
年
金
に
加
入

書
基
礎
年
金
制
度
の
導
入
○

今
回
の
改
正
で
「
基
礎
年
金
」
制

度
が
導
入
さ
れ
ま
す
。
薬
膳
年
金
と

は
、
今
ま
で
の
国
民
年
金
に
自
営
業

者
等
だ
け
で
な
く
、
サ
ラ
リ
ー
÷
ン

や
そ
の
奥
さ
ん
な
ど
も
含
め
だ
国
民

（
破
保
険
老
〉
す
べ
て
が
加
入
し
、
共

通
の
給
付
と
し
て
支
給
さ
れ
る
も
の

で
、
国
民
す
べ
て
で
年
金
の
基
礎
部

分
を
支
え
て
い
こ
う
と
い
う
も
の
で

す。

こ
の
結
果
、
厚
生
年
金
保
険
は
園

民
年
金
の
上
に
乗
り
、
加
入
期
間
分

の
「
報
酬
比
例
の
年
金
＝
支
払
っ
た

保
険
料
蘭
に
応
じ
だ
年
余
」
を
支
給

す
る
二
階
達
て
の
新
体
系
と
な
り
ま

す
（
第
1
図
参
照
）
。
ま
た
、
船
員
保

険
は
厚
生
年
金
に
統
合
さ
れ
ま
す
。

な
せ
こ
の
よ
う
な
改
革
が
必
要
な

の
で
し
ょ
う
か
。

今
ま
で
の
公
的
年
金
制
度
は
、
サ

ラ
リ
ー
マ
ン
な
ど
を
対
象
と
す
る
原

生
年
金
、
船
員
を
対
象
と
す
る
船
員

保
険
、
公
務
員
な
ど
を
対
象
と
す
る

四
種
類
の
共
済
組
合
、
お
よ
び
自
営

業
者
、
農
業
者
な
ど
を
対
象
と
す
る

国
民
年
金
に
制
度
が
分
か
れ
て
い
ま

した。

そ
し
て
、
各
制
度
ご
と
に
給
付
と

負
担
の
設
計
が
行
あ
れ
で
い
た
だ
め

に
、
結
果
的
に
制
度
間
に
さ
ま
ざ
ま

な
格
差
が
生
じ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、

制
度
が
職
域
を
中
心
と
し
て
タ
テ
割

り
で
つ
く
ら
れ
て
い
る
た
め
、
産
業

構
造
の
変
化
や
、
そ
れ
に
と
も
な
う

就
職
僻
遠
の
変
化
に
対
応
で
き
な
い

部
分
が
あ
り
ま
し
た
。
例
え
ば
、
国

鉄
共
済
組
合
や
船
員
保
険
の
被
保
険

者
の
減
少
は
、
制
度
の
財
政
基
盤
を

不
安
定
を
も
の
に
し
て
い
ま
し
た
。

そ
の
他
に
も
、
制
度
が
分
か
れ
て

い
ろ
だ
め
、
一
人
の
人
が
檀
教
の
年

会
を
受
け
る
ケ
ー
ス
な
ど
が
生
じ
て

お
り
、
そ
の
道
正
宏
調
整
を
行
う
必

要
が
あ
る
と
い
っ
た
問
題
も
あ
り
ま

した。（
寒
桜
年
金
制
皮
の
メ
リ
ッ
ト
）

こ
う
し
た
問
題
を
解
決
す
る
だ
め

に
導
入
さ
れ
た
基
礎
年
金
制
度
の
メ

リ
ッ
ト
を
見
て
み
ま
し
ょ
う
。

用
制
度
間
の
格
差
が
是
正
で
さ
る

各
制
度
共
通
の
仕
組
み
な
の
で
、

す
べ
て
の
国
民
に
と
っ
て
給
付
の
条

件
や
負
担
が
等
し
く
な
り
ま
す
。

㈲
就
業
構
造
の
変
化
に
よ
る
影
響
を

受
け
に
く
い

自
営
業
者
も
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
も
一

緒
に
な
っ
て
制
度
を
支
え
て
い
る
の

で
、
あ
る
業
種
の
被
保
険
者
が
減
少

し
て
も
基
礎
年
会
部
分
へ
は
影
響
が

及
び
に
く
く
な
り
ま
す
。

㈲
一
人
一
個
の
基
礎
年
金
が
確
立
さ

れ
る

重
複
給
付
な
ど
を
防
ぐ
こ
と
が
で

き
ま
す
。



第379号

第2回　サラiノーマン世帯の標準年金額 

一／－／′会＼＼　。。年加入 

旧嵩‾甫龍夫 
定額部分　　　　　　　老爺基礎年金　　分 
761800円　　　　　　　　　　50，000円 

耳i∴（2．400円×32年） 

蒜　　　老諾金　券 
● 

【紺73・100円i轡）i計176i200円1総 

障害基礎年金の拡大

埠喜福祉年金　　　　　　　梅
基礎

l預鴫害　38400円l／月－－→62，500（

2択駈害　25600円　昌一－→500001

＿　こ萩はプ　‾β「．50叛　意膚てす

2
　
現
状
の
ま
ま
だ
と
負
担
増
に

鵜
縫
付
と
負
担
の
適
正
化
S

今
同
の
改
止
で
は
、
年
金
の
給
付

と
気
組
を
適
正
化
す
る
た
め
に
、
サ

ラ
リ
ー
マ
ン
世
館
の
場
合
、
標
進
的

な
年
金
額
が
現
役
勤
労
者
の
平
均
貸

金
の
六
八
％
と
い
う
、
現
在
の
水
準

程
度
が
将
来
に
あ
た
っ
て
維
持
さ
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
（
第
2
図
参

照）。

（
適
正
化
を
図
る
背
景
）

現
在
、
年
金
受
給
者
の
平
均
加
入

年
数
は
三
十
二
年
で
す
が
、
今
後
は

四
十
年
程
度
が
一
般
的
に
な
る
と
考

え
ら
れ
ま
す
。
現
状
の
給
付
水
準
を

そ
の
ま
ま
続
け
て
い
く
と
、
将
来
の

年
金
額
は
、
現
役
勤
労
者
の
平
均
貨

金
の
八
割
以
上
に
も
な
り
ま
す
。
さ

ら
に
、
奥
さ
ん
が
国
民
年
金
に
岬
十

年
間
加
入
し
て
い
だ
と
す
る
と
、
夫

婦
合
副
の
年
金
額
は
現
役
の
平
均
鋳

金
の
一
〇
九
％
に
な
っ
て
し
ま
い
ま

す。

現
役
勤
労
者
と
年
金
受
給
者
の
牛

浦
啓
の
内
訳
を
見
て
も
、
現
役
勤
労

者
は
賃
金
か
ら
税
・
社
会
保
険
料
を

引
か
れ
、
さ
ら
に
子
供
の
教
育
穀
や

住
宅
ロ
ー
ン
な
ど
を
払
っ
て
い
か
な

け
れ
げ
な
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
に
対
し
、

年
金
受
給
者
は
、
税
法
上
優
遇
さ
れ

て
い
る
上
に
年
金
保
険
料
の
支
払
い

は
不
要
で
、
家
計
も
老
夫
婦
一
一
人
の

生
活
を
経
緯
し
て
い
け
ば
よ
い
　
－

こ
れ
ら
の
こ
と
を
考
え
る
と
、
現
役

勤
労
者
の
平
均
賃
金
の
八
割
や
十
一

割
と
い
う
の
は
、
い
か
に
も
高
い
給

付
水
準
と
い
h
ざ
る
を
え
ま
せ
ん
。

（
ピ
ー
ク
時
に
は
四
倍
の
負
担
に
）

ま
だ
、
こ
の
よ
う
な
高
水
準
の
給

付
を
支
え
る
た
め
に
は
、
現
役
世
代

の
保
険
料
負
加
を
ピ
ー
ク
時
（
昭
和

百
年
ご
ろ
）
に
は
現
在
の
四
倍
程
度
に

増
や
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
り
、

負
抑
面
か
・
㌧
み
て
も
、
現
行
制
度
の

権
道
的
水
準
は
高
す
ぎ
る
と
い
う
こ

と
が
で
き
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
態
に
な
・
㌧
な
い
だ

め
に
、
給
付
や
負
担
の
水
準
を
適
正

化
す
る
こ
と
が
必
要
な
の
で
す
。

3
奥
さ
ん
名
義
の
年
金
が
持
て
ま
す

S
婦
人
の
年
金
権
の
確
立
S

改
克
郎
の
制
度
で
は
、
サ
ラ
リ
ー

マ
ン
の
奥
さ
ん
　
（
専
業
主
無
）
　
は
、

国
民
年
金
に
倖
患
加
入
し
な
い
限
り

自
分
名
義
の
年
金
は
持
て
ま
せ
ん
で

した。今
回
の
改
正
で
は
、
サ
ラ
リ
ー
マ

ン
の
奥
さ
ん
を
含
む
全
国
民
が
国
民

年
金
に
加
入
す
る
こ
と
に
な
り
、
そ

れ
ぞ
れ
の
名
義
の
基
礎
年
金
の
支
給

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
力
が
“
サ

ラ
リ
ー
マ
ン
の
奥
さ
ん
が
雑
婚
し
な

り
、
暗
中
‥
存
と
な
っ
た
場
合
で
も
、

従
来
の
よ
う
に
国
民
年
金
に
作
意
知

人
し
て
い
な
い
と
無
年
金
に
な
る
と

い
う
こ
と
は
な
く
な
り
、
奥
さ
ん
名

義
の
老
齢
基
礎
年
金
や
陥
冨
年
金
の

支
給
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。

4
障
害
基
礎
年
金
の
適
用
を
拡
大

寒
露
喜
年
金
の
充
実
m

二
十
歳
未
満
で
随
害
者
と
な
っ
た

方
は
、
今
ま
で
は
二
十
歳
を
過
ぎ
で

も
低
額
の
階
雷
福
祉
年
金
し
か
受
け

ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
れ
ら
の
方

方
も
改
心
後
は
、
一
十
歳
以
後
に
摘

薯
薯
と
な
っ
た
方
と
同
軸
の
囲
雷
基

礎
年
金
が
支
給
さ
れ
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。


